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27 万 5 千人を超える中国人学生がアメリカの大学で新学期を迎える。この数字はアメリ




















アンが 1992 年に大学を卒業した頃，彼女の月給は 106 元（20 ドル）しかなかった。しかし，
その後彼女は多国籍企業に就職し，今では北京の中心部にある中国企業の重役である。ア












































あるだろうか？ SAT を 4 回も受けてスコアを 2,210 点までに押し上げたが，ウェルズリー
大学の学生になるのに十分な点数だろうか？ウェルズリー大学の 1 回目の合格者発表の前
夜，アビーは滑り止めのいくつかの大学の願書を作成しようとしたが，それには集中でき
なかった。ウェルズリー大学は 1 回目の合格発表をアメリカ東部時間午後 5 時（北京時間
































































































宿題，3 匹の猫との遊び，SAT の勉強，睡眠。これが毎日続く。6 月に彼女は初めての
SAT 受験のために香港へ行く予定である。この試験は中国本土ではいくつかのインター
ナショナルスクール以外では受験できないのである。受験のストレスは相当なものであ
る。彼女は「絶対失敗は許されません」と言う。高校 1 年生で 16 才のムルが受けるプレッ
シャーはまだ始まったばかりである。おそらく彼女はスコアをもっと上げるためにあと
数回 SAT を受けることになるだろう。その後，更に大学が指定する科目を選択して受験










まり増えていない。現在約 2 万 5 千人の中国人がアメリカの高校に在籍しており，その数
は増え続けている。北京ではプリンストン大学の卒業生の女性が，アメリカの名門ボーディ

















































































 （2015 年 7 月 10 日号）
（Copyright 2015. The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission.）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニクル』
に掲載された記事の翻訳である。筆者はカーリン・フィッシャー氏である。
　テーマはアメリカ留学に賭ける中国の親子の強い思いである。アメリカへの外国人留学
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生の数は増加している。中でも中国からの留学生数は世界一で年々増加の一途をたどって
いる。本稿では 3 人の中国人高校生とその両親のアメリカンドリームに賭ける思いを通し
て，彼らのアメリカ留学に対する奮闘ぶりを紹介している。今や多くの中国の若者が勇気
と期待を持ってアメリカを始めとする世界各国に渡り，貴重な体験を積んでいる。彼らは
将来の中国のために貢献する重要な存在と考えられている。一方，日本人のアメリカへの
留学生数は 21 世紀に入りずっと漸減傾向にある。日本人の若者が内向きであると言われ
て久しいが，将来の日本の行く末を考えた時，不安を感じるのは訳者のみではないと思う。
今や日本人にとって外国留学は手の届かない夢ではなく，強い意志があれば比較的容易に
できることである。今後，より多くの日本人が外国へ留学し，見聞を広め，自分自身の成
長のため，ひいては日本の成長のために尽くしてくれることを期待したい。
